
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

母
校
の
発
展
の
た
め
に

後
輩
現
３
年
生

スクールバス広告
協賛事業の感謝　

同
窓
生
の
後
押
し
が
必
要
で
す
！

関
東
同
窓
会
総
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
金
ご
協
力
の
お
願
い
！

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
員
会
報
告

ま
だ
購
入
で
き
る
「
百
周
年
同
窓
会
名
簿
出
版
！
」

創
立
百
周
年
に
向
け
て

臨時増刊号

進徳台通信
高遠高校同窓会

100周年を迎え新たなる一歩を踏み出そうとしている今の母校の現状を伝える

卒業生１万名を有する高遠高校同窓会員情報誌！

登
内
君
全
国
優
勝

高
遠

高
校

［株式会社］



高遠高等学校同窓会報復刊第25臨時増刊号 2025 年（令和７年）１月 20 日 (2) 

　
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
長
野
県
高
遠
高
等
学
校

同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
母
校
は
、
東
部
一
町
六
か
村
が
、
中
等

学
校
の
設
立
を
決
意
し
、
将
来
は
組
合
立

の
学
校
に
し
よ
う
と
意
図
し
て
、
体
制
を

整
え
、
通
年
制
の
高
遠
実
業
補
習
学
校
本

科
を
設
置
し
た
大
正
十
五
年
四
月
が
前
身

校
の
創
立
の
年
で
、
令
和
七
年
（
二
〇
二

五
年
）
創
立
一
〇
〇
周
年
と
な
り
ま
す
。

　
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
令
和
七
年

は
、
母
校
に
と
っ
て
大
切
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
再
編
統
合
二
次
案
に
よ
り
、
令

和
八
年
（
二
〇
二
六
年
）
に
伊
那
北
高
校

と
伊
那
弥
生
ヶ
丘
高
校
を
統
合
し
、
令
和

十
年
（
二
〇
二
八
年
）
に
新
校
が
開
校
し

ま
す
。
こ
の
新
校
は
、
募
集
学
級
数
八
ク

ラ
ス
、
320
名
以
上
の
規
模
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
辰

野
（
商
業
科
）・
箕
輪
進
修
（
工
業
科
）・

上
伊
那
農
業
・
駒
ヶ
根
工
業
の
四
校
を
再

編
統
合
し
て
総
合
技
術
高
校
を
新
設
、
赤

穂
を
赤
穂
総
合
学
科
高
校
に
転
換
、
箕
輪

進
修
は
多
部
制
・
単
位
制
に
す
る
計
画
な
ど
、

上
伊
那
の
高
校
配
置
や
募
集
定
員
が
大
き

く
様
変
わ
り
し
ま
す
。

　
母
校
と
辰
野
高
校
の
普
通
科
は
中
山
間

地
存
立
校
と
し
て
再
編
統
合
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
何
年

か
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
等
の
影
響
を
受
け
、

母
校
で
は
、
か
つ
て
最
大
時
五
学
級
あ
っ

た
ク
ラ
ス
数
も
、
令
和
六
年
度
よ
り
二
学

級
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

状
況
に
よ
っ
て
は
。
統
廃
合
の
対
象
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
再
編
統
合
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
高
校
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
異
な
る
高
校
を
目
指
し
「
学
び
」

に
つ
い
て
も
独
自
性
を
出
そ
う
と
懸
命
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
高
遠
高
校
は
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
コ
ー
ス
制
と
進
徳
館
の
実
学
精
神
を
今

に
活
か
す
教
育
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
特

　
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
、
母
校
の
教
育

活
動
の
た
め
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
の
足
音
も
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

記
念
事
業
に
際
し
て
、
実
行
員
会
の
皆
様

を
中
心
に
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
学
期
も
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は
こ
こ
ま
で
、
日
々

学
業
に
専
念
し
、
ま
た
委
員
会
活
動
、
部

活
動
と
個
々
様
々
な
形
で
頑
張
っ
て
く
れ

徴
と
「
学
び
」
の
独
自
性
を
形
成
し
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
は
、
振
興
会
、
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
、
少

子
高
齢
化
、
再
編
統
合
の
波
を
跳
ね
返
し
て
、

存
続
・
発
展
を
目
指
し
、
協
力
・
支
援
を

進
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
学
校
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

次
の
五
点
の
実
現
の
た
め
募
金
を
実
施
い

た
し
ま
す
。


特
徴
あ
る
高
遠
高
校
コ
ー
ス
制
の
充
実


教
育
環
境
の
整
備


実
習
用
ワ
ゴ
ン
車
の
寄
付
及
び
運
用
支
援


ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
継
続
的
支
援
対
策


同
窓
会
活
動
の
充
実

〇
募
金
目
標
額
は
、
一
、〇
〇
〇
万
円
で
す
。

・
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、
郵
便
局
で
お
振

り
込
み
下
さ
い
。
募
金
額
は
、
一
口
五
、〇

〇
〇
円
、
で
き
ま
し
た
ら
二
口
以
上
お
願

い
し
ま
す
。
二
口
以
上
募
金
を
し
て
下
さ
っ

た
方
に
は
、
一
〇
〇
周
年
の
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。

〇
募
金
趣
意
書
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

同
窓
会
員
の
皆
様
、
ぜ
ひ
、
本
事
業
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

て
い
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
１
年
生

か
ら
２
学
級
、コ
ー
ス
も
「
芸
術
文
化
」「
地

域
創
生
」「
人
間
福
祉
」
の
３
コ
ー
ス
と
な

り
、
そ
の
中
で
高
遠
学
園
構
想
の
下
、
地

域
体
験
型
学
習
も
様
々
な
場
面
で
活
動
し
、

本
校
の
コ
ー
ス
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育

活
動
、
ま
た
探
究
活
動
も
こ
の
地
で
し
か

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

を
大
切
に
し
な
が
ら
更
に
広
い
視
野
（
グ

ロ
ー
バ
ル
）
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
、

同
窓
会
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
台
湾

淡
水
高
級
商
工
職
業
学
校
と
姉
妹
校
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
に
引
き
続
き

今
年
も
生
徒
を
派
遣
し
、
研
修
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
こ
の
研

修
の
生
徒
の
報
告
か
ら
、「
是
非
、
海
外
で

研
鑽
を
積
ん
で
み
た
い
。」
と
い
う
生
徒
が

沢
山
出
て
参
り
、
今
年
度
は
５
名
の
生
徒

が
台
湾
で
研
修
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
高

遠
と
い
う
地
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
諸
外

国
に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
自
ら
課

題
や
問
い
を
見
出
し
、
ど
う
解
決
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
高
遠
高
校

の
仲
間
と
協
働
し
な
が
ら
、
本
校
が
力
を

入
れ
て
い
る
探
究
活
動
を
引
き
続
き
実
り

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
生
徒
会
は
３
年
生
か
ら
１
，
２
年
生
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
来
年
の
一
〇
〇
周

年
に
向
け
て
、
今
年
の
文
化
祭
で
の
テ
ー

マ
「
～
新
た
な
る
学
校
、
次
の
自
分
へ
～
」

（
進
化
し
て
い
く
時
代
、
自
分
・
個
性
・
思

い
を
大
切
に
そ
れ
ぞ
れ
の
華
を
咲
か
せ
る
）

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
伝
統
あ
る
高
遠
高

校
を
次
の
世
代
に
ま
た
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
全
校
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
活
躍
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
特
に
10
月
に
佐
賀

で
開
催
さ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
於

い
て
、
弓
道
部
３
年
の
登
内
琉
真
さ
ん
が
、

投
的
の
部
で
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
こ
れ
も
日
々
の
研
鑽
と
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
頑
張
る
と
い
う
高
遠
魂
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
で
登
内
さ
ん
は
引
退
と
な
る

わ
け
で
す
が
、
引
き
続
き
次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
精
進
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
の
登
内
さ
ん
の
活
躍
も

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
係

　
　
　
　   

記
念
式
典
・
講
演
会
・
係
長

高
16
回
　
伊
藤 

穂
波

　
記
念
式
典
・
講
演
会
係
は
来
年
の
令
和

７
年
10
月
18

の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

式
典
・
講
演
会
の
企
画
・
執
行
を
担
当
致

し
ま
す
。
現
段
階
で
決
ま
っ
て
い
る
事
は

次
の
通
り
で
す
が
こ
れ
か
ら
細
部
を
詰
め

て
い
き
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典

　
日
時
／
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）　
　
　

　
　
10
月
18
日


　
会
場
／
高
遠
文
化
体
育
館

　
式
典
／
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
講
演
会
／
午
前
11
時
～
午
後
12
時
40
分

 

　
　
　
　
　(

約
90
分
を
予
定)

　
　

　
記
念
式
典
及
び
講
演
会
に
は
同
窓
会
員

は
申
し
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
出
席
出
来
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
講
演
会
の
内
容
は
東
京
芸
大
教
授

の
講
演
と
芸
大
生
に
よ
る
演
奏
会
。
そ
れ

と
高
遠
高
校
の
音
楽
コ
ー
ス
の
生
徒
と
芸

大
生
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
聴
衆
を

お
願
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
し
だ

い
会
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会

　
　
　
　   

記
念
事
業
実
行
委
員
長

高
24
回
　
飯
島
　
進

　
来
年
の
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
実
行

委
員
会
が
い
よ
い
よ
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
何
回
か
の
準
備
委
員
会
を
経
て
10
月
に

行
わ
れ
た
実
行
委
員
会
に
於
い
て
各
係
の

会
合
で
、
今
ま
で
に
決
ま
っ
た
事
を
各
係

長
よ
り
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
・
祝
賀
会
係

　
　
　
　   

祝
賀
会
・
係
長

高
25
回
　
山
岸 

加
代
子

　
記
念
祝
賀
会
委
員
会
は
来
年
の
創
立
一

〇
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
の
後
の
記

念
祝
賀
会
の
企
画
・
執
行
を
担
当
致
し
ま

す
。
現
段
階
で
決
定
し
て
い
る
事
は
次
の

通
り
で
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
・
記
念
品
係

　
　
　
　   

記
念
品
・
係
長

高
23
回
　
武
村 

喜
美
男

　
記
念
品
係
は
来
年
の
令
和
７
年
10
月
18


の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
の
記
念
品
の

企
画
・
執
行
を
担
当
致
し
ま
す
。

　
現
段
階
で
決
ま
っ
て
い
る
事
は
次
の
通

り
で
す
。

　
高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀

会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
お
配
り
す
る
の

と
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
寄
付
募
金
に

賛
同
し
て
頂
い
て
２
口
以
上
の
募
金
を
し

て
頂
い
た
方
に
お
贈
り
す
る
こ
と
に
成
り

ま
し
た
。

　
記
念
品
と
し
て
は
６
月
の
同
窓
会
総
会

の
時
に
開
催
し
ま
し
た
「
校
歌
・
逍
遥
歌
・

を
歌
う
会
」
で
歌
っ
た
校
歌
・
逍
遥
歌
・

応
援
歌
・
の
全
９
曲
を
、
高
遠
高
校
音
楽

コ
ー
ス
の
生
徒
に
歌
っ
て
貰
い
C
D
に
し

た
も
の
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
C
D
を
欲
し
い
方
に
は
販
売
も
致

し
ま
す
。

　
校
歌
以
外
の
逍
遥
歌
・
応
援
歌
は
、
今

は
歌
い
継
が
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
先
人

の
高
遠
高
校
を
思
う
情
熱
と
愛
情
が
籠
っ

た
素
晴
ら
し
い
曲
ば
か
り
で
す
。
音
源
と

し
て
全
く
残
っ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
曲
が

一
〇
〇
周
年
記
念
記
念
誌
刊
行
係

　
　
　
　   

記
念
誌
刊
行
・
係
長

高
25
回
　
北
原 

俊
信

　
記
念
誌
刊
行
係
は
創
立
一
〇
〇
周
年
の

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
高
遠
高
校
の
一

〇
〇
年
の
歩
み
を
こ
の
機
会
に
残
し
て
置

こ
う
と
い
う
事
業
で
す
。
現
段
階
で
決
ま
っ

て
い
る
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　
高
遠
高
校
が
進
徳
の
丘
よ
り
新
築
移
転

し
て
か
ら
、
コ
ー
ス
制
導
入
な
ど
幾
多
の

変
遷
の
あ
っ
た
学
校
史
が
一
つ
も
記
録
史

と
し
て
残
っ
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
高
校
再

編
に
よ
り
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

母
校
の
記
録
を
一
〇
〇
周
年
の
こ
の
機
会

一
〇
〇
周
年
記
念
・
駐
車
場
係

　
　
　
　   

駐
車
場
・
係
長

高
27
回
　
御
子
柴 

隆
臣

　
記
念
式
典
・
駐
車
場
係
は
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
の
行
わ
れ
る
「
高

遠
文
化
体
育
館
」
へ
の
駐
車
場
所
へ
の
指

示
誘
導
お
よ
び
周
辺
の
駐
車
状
況
や
祝
賀

会
場
の
「
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル
」
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
案
内
な
ど
を
、
今
年
度
の

「
伊
澤
修
二
記
念
音
楽
祭
」
を
視
察
し
た
事

を
参
考
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
会
場
／
高
遠
文
化
体
育
館 (

体
育
館
グ
ラ  

　
ウ
ン
ド
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
他)

　
式
典
・
講
演
会
／
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
12
時
40
分

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
会
場
／
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル
（
ホ
テ
ル

　
駐
車
場
は
ス
ペ
ー
ス
あ
り
）

　
記
念
式
典
及
び
講
演
会
に
は
同
窓
会
員

は
申
し
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
出
席
出
来
る
よ
う
な
の
で
車
の
台
数
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
も
雨
天
に
成
っ
た
時
は
体
育
館
グ

ラ
ン
ド
は
使
え
な
く
な
る
の
で
、
そ
の
時

の
代
替
え
地
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
名
簿

　
　
　
　   

記
念
同
窓
会
名
簿
担
当

高
25
回
　
北
原 

俊
信

　
同
窓
会
名
簿
は
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
区
切
り
に
是

非
残
さ
な
け
れ
ば
次
回
は
無
い
と
の
思
い

で
刊
行
に
至
り
ま
し
た
。。

　
同
窓
会
名
簿
は
１
万
名
を
超
す
高
遠
高

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
諸
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
て
い
た
だ
い
た
高

遠
高
校
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ま

た
次
の
時
代
の
高
遠
高
校
に
向
け
て
、
更

な
る
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に
、

生
徒
と
共
に
教
職
員
一
同
、
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
会
員
の
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　「
ア
ル
プ
ス
お
ろ
し
に
鍛
え
た
る…

」
高

遠
高
校
応
援
歌
の
冒
頭
で
す
。
仰
ぎ
み
る

南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
ケ
岳
、
眼
下
に
広
が
る

高
遠
か
ら
伊
那
方
面
に
広
が
る
街
並
み
と

農
林
地
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
稜
を
眺
望

し
な
が
ら
母
校
・
高
遠
高
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
春
の
際
立
つ
ピ
ン
ク
一
色
の
桜
花
、

夏
の
青
嵐
、
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
、
高

い
山
肌
か
ら
下
界
に
向
か
っ
て
進
む
秋
の

紅
葉
、
冬
の
霜
・
雪
な
ど
季
節
の
移
ろ
い
、

自
然
の
変
化
を
体
感
す
る
中
で
、
教
育
を

受
け
た
３
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
我
が
母
校
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

教
育
環
境
に
あ
り
、
校
章
は
そ
の
こ
と
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
ア
ル
プ
ス
と
三
峰
川
を

表
し
て
い
ま
す
。
母
校
が
創
立
一
〇
〇
周

年
を
刻
み
、
１
万
人
以
上
の
同
窓
生
が
学

び
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
、
高
遠
高
校
の
募
集
生
徒

数
が
80
人
定
員
と
な
り
ま
し
た
。
東
部
地

域
の
過
疎
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
下
、

上
伊
那
地
域
で
も
、
か
つ
て
な
い
大
胆
な

高
校
合
併
・
再
編
が
進
捗
し
て
お
り
、
現
在
、

中
山
間
地
存
続
高
校
と
し
て
位
置
付
け
さ

れ
て
い
る
我
が
母
校
の
将
来
展
望
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
校
に
通
学
さ
れ
る
生
徒
さ
ん
は
、

上
伊
那
郡
下
一
円
に
及
ん
で
お
り
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
送
迎
を
二
〇
一
一
年
四
月
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
足
の
確
保
は
、

高
校
の
存
続
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

本
校
Ｏ
Ｂ
等
の
支
援
を
受
け
、
通
学
バ
ス

に
広
告
を
掲
載
す
る
取
り
組
み
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
深
い
歴
史
と
自
然
の
中
で
伝
統
の
実

学
「
進
徳
精
神
」
の
学
舎
「
高
遠
高
校
教

育
」
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
、
同
窓
生

皆
様
の
暖
か
い
応
援
が
今
必
要
で
す
。
高

校
に
在
学
し
た
青
春
時
代
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
未
来
に
つ
な
が
る
ご
支
援
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
定
の
ご

寄
付
を
頂
い
た
同
窓
生
に
、
生
徒
さ
ん
や

先
生
方
と
、
お
礼
の
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

誰
に
も
高
校
時
代
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
人
生
行
路
の
熟
達
者

た
る
先
輩
・
先
達
と
し
て
、
未
来
へ
向
か

う
在
校
生
へ
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願

い
し
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
本
校

へ
お
寄
り
下
さ
い
。
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
声
が
元
気
に
む
か
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

校
の
同
窓
生
の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
会

員
名
簿
の
編
集
後
記
に
も
記
し
ま
し
た
が

最
近
の
個
人
情
報
等
に
特
に
注
意
を
払
い
、

残
念
で
は
有
り
ま
す
が
個
人
情
報
が
気
に

成
る
人
の
要
望
で
、
住
所
の
み
な
ら
ず
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
同
級
生
も
有
り

ま
す
の
で
同
級
会
の
連
絡
に
使
用
す
る
時

は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
名
簿
は
来
年
の
一
〇
〇
周
年
記

念
式
典
に
先
駆
け
て
、
す
で
に
今
年
７
月

に
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
担

任
の
先
生
の
お
名
前
も
ク
ラ
ス
名
簿
の
先

頭
に
記
載
し
ま
し
た
の
で
そ
の
時
代
の
先

生
方
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
名
簿
作
成
に
は
同
窓
会
費
を
一
切
使
わ

ず
に
同
窓
会
名
簿
作
製
の
賛
同
者
３
０
５
名

の
賛
助
金
と
賛
助
広
告
９
社
と
個
人
、
さ

ら
に
名
簿
購
入
者
２
４
５
名
に
よ
っ
て
独

立
採
算
制
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
ご
賛
同

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
で
諸
事
情
に
よ

り
最
後
の
発
刊
に
成
る
か
も
し
れ
な
い
、

同
窓
会
名
簿
を
是
非
こ
の
機
会
に
手
元
に

お
い
て
く
だ
さ
い
。
尚
「
サ
ラ
ト
」
及
び

同
窓
会
に
は
若
干
の
部
数
が
有
り
ま
す
の

で
購
入
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

に
是
非
残
し
て
置
か
な
け
れ
ば
と
刊
行
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
　

　
故
伊
東
隆
司
先
生
が
残
し
て
く
れ
た
「
高

遠
高
校
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
創
立
60
年
ま
で

の
学
校
誌
を
も
と
に
、
残
り
40
年
を
編
集

し
て
一
〇
〇
年
史
と
し
た
い
。

　
さ
す
が
に
来
年
の
一
〇
〇
周
年
に
は
間

に
合
わ
な
い
の
で
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

と
し
て
立
ち
上
げ
刊
行
は
２
～
３
年
後
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
学
校
史
・
市

史
。
地
域
史
・
な
ど
の
傾
向
は
長
い
説
明

文
は
誰
も
読
ま
な
い
と
言
う
事
で
、
写
真

を
多
く
使
っ
た
大
判
の
誌
が
主
流
の
よ
う

な
の
で
そ
れ
に
沿
っ
た
記
念
誌
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
随
時
会
報
等

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
日
時
／
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）

　
　
　
　
10
月
18
日


　
会
場
／
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル

　
祝
賀
会
／
午
後
13
時
15
分
～
15
時
15
分

　
　
　
　
　(

２
時
間
を
予
定)

　

　
記
念
祝
賀
会
に
は
同
窓
会
員
は
申
し
込

み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご

出
席
出
来
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
同

級
生
だ
け
で
な
く
同
じ
時
代
を
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
で
一
緒
に
過
ご
し
た
先
輩
や
後
輩

な
ど
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
共
に
懇
親
を

深
め
て
見
ま
せ
ん
か
？
ま
た
地
域
や
社
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
世
代
の
違
う
先
輩
・

後
輩
方
と
の
交
流
も
楽
し
め
る
良
い
機
会

で
す
。
な
お
祝
賀
会
は
会
費
制
と
成
り
ま

す
が
会
費
の
何
割
か
は
同
窓
会
か
ら
の
補

助
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
同

窓
生
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
決
ま
り
し
だ
い
会
報
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

消
え
て
し
ま
う
の
に
は
忍
び
な
く
、
こ
の

機
会
に
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記
念
品
と
し

て
是
非
残
し
て
置
き
た
い
と
企
画
致
し
ま

し
た
。

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る

母
校
の
発
展
の
た
め
に

創
立
一
〇
〇
周
年
の
軌
跡
、

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、

応
援
募
金
の
お
願
い

同
窓
会
長
　
大
脇  

弘
造

募
金
委
員
長 

高
24
回 

小
池 

守
雄

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て

学
校
長
　
武
井
　
淳
一

100 周年記念同窓会員名簿精算書 募金のお願い

委 員 長　大 脇  弘 造　（同 窓 会 長）
副委員長　小 川  　 淳　（ＰＴＡ会長）
副委員長　武 井  淳 一　（学 校 長）

長野県高遠高等学校
100周年記念事業実行委員会

◆目標額　１,000万円

第一期目標額　５００万円（令和７年１月～５月末）
第二期目標額　５００万円（令和７年６月～９月末）

募金の方法(二通りあります)
〇同封の振込用紙にて郵便局でお振り込みください。
〇八十二銀行（金融機関コード 0143）

伊那支店（支店コード 553）
口座番号（普通 1025406） 

〈口座名義〉
　長野県高遠高等学校創立100周年記念事業実行委員会

※振込みの際、卒業回とお名前を記入してください。
〇募金額
〔個人〕一口 5,000円（幾口でも可）
　　　　できましたら二口以上お願いします。
〔法人〕口数によらずご協力をお願いします。
〇10,000円以上募金をしてくださった方には、
　 創立100周年の記念品を贈呈いたします。
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同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
長
野
県
高
遠
高
等
学
校

同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
母
校
は
、
東
部
一
町
六
か
村
が
、
中
等

学
校
の
設
立
を
決
意
し
、
将
来
は
組
合
立

の
学
校
に
し
よ
う
と
意
図
し
て
、
体
制
を

整
え
、
通
年
制
の
高
遠
実
業
補
習
学
校
本

科
を
設
置
し
た
大
正
十
五
年
四
月
が
前
身

校
の
創
立
の
年
で
、
令
和
七
年
（
二
〇
二

五
年
）
創
立
一
〇
〇
周
年
と
な
り
ま
す
。

　
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
令
和
七
年

は
、
母
校
に
と
っ
て
大
切
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
再
編
統
合
二
次
案
に
よ
り
、
令

和
八
年
（
二
〇
二
六
年
）
に
伊
那
北
高
校

と
伊
那
弥
生
ヶ
丘
高
校
を
統
合
し
、
令
和

十
年
（
二
〇
二
八
年
）
に
新
校
が
開
校
し

ま
す
。
こ
の
新
校
は
、
募
集
学
級
数
八
ク

ラ
ス
、
320
名
以
上
の
規
模
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
辰

野
（
商
業
科
）・
箕
輪
進
修
（
工
業
科
）・

上
伊
那
農
業
・
駒
ヶ
根
工
業
の
四
校
を
再

編
統
合
し
て
総
合
技
術
高
校
を
新
設
、
赤

穂
を
赤
穂
総
合
学
科
高
校
に
転
換
、
箕
輪

進
修
は
多
部
制
・
単
位
制
に
す
る
計
画
な
ど
、

上
伊
那
の
高
校
配
置
や
募
集
定
員
が
大
き

く
様
変
わ
り
し
ま
す
。

　
母
校
と
辰
野
高
校
の
普
通
科
は
中
山
間

地
存
立
校
と
し
て
再
編
統
合
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
何
年

か
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
等
の
影
響
を
受
け
、

母
校
で
は
、
か
つ
て
最
大
時
五
学
級
あ
っ

た
ク
ラ
ス
数
も
、
令
和
六
年
度
よ
り
二
学

級
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

状
況
に
よ
っ
て
は
。
統
廃
合
の
対
象
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
再
編
統
合
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
高
校
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
異
な
る
高
校
を
目
指
し
「
学
び
」

に
つ
い
て
も
独
自
性
を
出
そ
う
と
懸
命
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
高
遠
高
校
は
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
コ
ー
ス
制
と
進
徳
館
の
実
学
精
神
を
今

に
活
か
す
教
育
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
特

　
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
、
母
校
の
教
育

活
動
の
た
め
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
の
足
音
も
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

記
念
事
業
に
際
し
て
、
実
行
員
会
の
皆
様

を
中
心
に
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
学
期
も
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は
こ
こ
ま
で
、
日
々

学
業
に
専
念
し
、
ま
た
委
員
会
活
動
、
部

活
動
と
個
々
様
々
な
形
で
頑
張
っ
て
く
れ

徴
と
「
学
び
」
の
独
自
性
を
形
成
し
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
は
、
振
興
会
、
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
、
少

子
高
齢
化
、
再
編
統
合
の
波
を
跳
ね
返
し
て
、

存
続
・
発
展
を
目
指
し
、
協
力
・
支
援
を

進
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
学
校
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

次
の
五
点
の
実
現
の
た
め
募
金
を
実
施
い

た
し
ま
す
。


特
徴
あ
る
高
遠
高
校
コ
ー
ス
制
の
充
実


教
育
環
境
の
整
備


実
習
用
ワ
ゴ
ン
車
の
寄
付
及
び
運
用
支
援


ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
継
続
的
支
援
対
策


同
窓
会
活
動
の
充
実

〇
募
金
目
標
額
は
、
一
、〇
〇
〇
万
円
で
す
。

・
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、
郵
便
局
で
お
振

り
込
み
下
さ
い
。
募
金
額
は
、
一
口
五
、〇

〇
〇
円
、
で
き
ま
し
た
ら
二
口
以
上
お
願

い
し
ま
す
。
二
口
以
上
募
金
を
し
て
下
さ
っ

た
方
に
は
、
一
〇
〇
周
年
の
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。

〇
募
金
趣
意
書
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

同
窓
会
員
の
皆
様
、
ぜ
ひ
、
本
事
業
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

て
い
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
１
年
生

か
ら
２
学
級
、コ
ー
ス
も
「
芸
術
文
化
」「
地

域
創
生
」「
人
間
福
祉
」
の
３
コ
ー
ス
と
な

り
、
そ
の
中
で
高
遠
学
園
構
想
の
下
、
地

域
体
験
型
学
習
も
様
々
な
場
面
で
活
動
し
、

本
校
の
コ
ー
ス
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育

活
動
、
ま
た
探
究
活
動
も
こ
の
地
で
し
か

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

を
大
切
に
し
な
が
ら
更
に
広
い
視
野
（
グ

ロ
ー
バ
ル
）
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
、

同
窓
会
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
台
湾

淡
水
高
級
商
工
職
業
学
校
と
姉
妹
校
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
に
引
き
続
き

今
年
も
生
徒
を
派
遣
し
、
研
修
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
こ
の
研

修
の
生
徒
の
報
告
か
ら
、「
是
非
、
海
外
で

研
鑽
を
積
ん
で
み
た
い
。」
と
い
う
生
徒
が

沢
山
出
て
参
り
、
今
年
度
は
５
名
の
生
徒

が
台
湾
で
研
修
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
高

遠
と
い
う
地
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
諸
外

国
に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
自
ら
課

題
や
問
い
を
見
出
し
、
ど
う
解
決
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
高
遠
高
校

の
仲
間
と
協
働
し
な
が
ら
、
本
校
が
力
を

入
れ
て
い
る
探
究
活
動
を
引
き
続
き
実
り

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
生
徒
会
は
３
年
生
か
ら
１
，
２
年
生
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
来
年
の
一
〇
〇
周

年
に
向
け
て
、
今
年
の
文
化
祭
で
の
テ
ー

マ
「
～
新
た
な
る
学
校
、
次
の
自
分
へ
～
」

（
進
化
し
て
い
く
時
代
、
自
分
・
個
性
・
思

い
を
大
切
に
そ
れ
ぞ
れ
の
華
を
咲
か
せ
る
）

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
伝
統
あ
る
高
遠
高

校
を
次
の
世
代
に
ま
た
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
全
校
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
活
躍
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
特
に
10
月
に
佐
賀

で
開
催
さ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
於

い
て
、
弓
道
部
３
年
の
登
内
琉
真
さ
ん
が
、

投
的
の
部
で
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
こ
れ
も
日
々
の
研
鑽
と
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
頑
張
る
と
い
う
高
遠
魂
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
で
登
内
さ
ん
は
引
退
と
な
る

わ
け
で
す
が
、
引
き
続
き
次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
精
進
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
の
登
内
さ
ん
の
活
躍
も

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
係

　
　
　
　   

記
念
式
典
・
講
演
会
・
係
長

高
16
回
　
伊
藤 
穂
波

　
記
念
式
典
・
講
演
会
係
は
来
年
の
令
和

７
年
10
月
18

の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

式
典
・
講
演
会
の
企
画
・
執
行
を
担
当
致

し
ま
す
。
現
段
階
で
決
ま
っ
て
い
る
事
は

次
の
通
り
で
す
が
こ
れ
か
ら
細
部
を
詰
め

て
い
き
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典

　
日
時
／
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）　
　
　

　
　
10
月
18
日


　
会
場
／
高
遠
文
化
体
育
館

　
式
典
／
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
講
演
会
／
午
前
11
時
～
午
後
12
時
40
分

 

　
　
　
　
　(

約
90
分
を
予
定)

　
　

　
記
念
式
典
及
び
講
演
会
に
は
同
窓
会
員

は
申
し
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
出
席
出
来
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
講
演
会
の
内
容
は
東
京
芸
大
教
授

の
講
演
と
芸
大
生
に
よ
る
演
奏
会
。
そ
れ

と
高
遠
高
校
の
音
楽
コ
ー
ス
の
生
徒
と
芸

大
生
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
聴
衆
を

お
願
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
し
だ

い
会
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会

　
　
　
　   

記
念
事
業
実
行
委
員
長

高
24
回
　
飯
島
　
進

　
来
年
の
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
実
行

委
員
会
が
い
よ
い
よ
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
何
回
か
の
準
備
委
員
会
を
経
て
10
月
に

行
わ
れ
た
実
行
委
員
会
に
於
い
て
各
係
の

会
合
で
、
今
ま
で
に
決
ま
っ
た
事
を
各
係

長
よ
り
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
・
祝
賀
会
係

　
　
　
　   

祝
賀
会
・
係
長

高
25
回
　
山
岸 

加
代
子

　
記
念
祝
賀
会
委
員
会
は
来
年
の
創
立
一

〇
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
の
後
の
記

念
祝
賀
会
の
企
画
・
執
行
を
担
当
致
し
ま

す
。
現
段
階
で
決
定
し
て
い
る
事
は
次
の

通
り
で
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
・
記
念
品
係

　
　
　
　   

記
念
品
・
係
長

高
23
回
　
武
村 

喜
美
男

　
記
念
品
係
は
来
年
の
令
和
７
年
10
月
18


の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
の
記
念
品
の

企
画
・
執
行
を
担
当
致
し
ま
す
。

　
現
段
階
で
決
ま
っ
て
い
る
事
は
次
の
通

り
で
す
。

　
高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀

会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
お
配
り
す
る
の

と
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
寄
付
募
金
に

賛
同
し
て
頂
い
て
２
口
以
上
の
募
金
を
し

て
頂
い
た
方
に
お
贈
り
す
る
こ
と
に
成
り

ま
し
た
。

　
記
念
品
と
し
て
は
６
月
の
同
窓
会
総
会

の
時
に
開
催
し
ま
し
た
「
校
歌
・
逍
遥
歌
・

を
歌
う
会
」
で
歌
っ
た
校
歌
・
逍
遥
歌
・

応
援
歌
・
の
全
９
曲
を
、
高
遠
高
校
音
楽

コ
ー
ス
の
生
徒
に
歌
っ
て
貰
い
C
D
に
し

た
も
の
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
C
D
を
欲
し
い
方
に
は
販
売
も
致

し
ま
す
。

　
校
歌
以
外
の
逍
遥
歌
・
応
援
歌
は
、
今

は
歌
い
継
が
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
先
人

の
高
遠
高
校
を
思
う
情
熱
と
愛
情
が
籠
っ

た
素
晴
ら
し
い
曲
ば
か
り
で
す
。
音
源
と

し
て
全
く
残
っ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
曲
が

一
〇
〇
周
年
記
念
記
念
誌
刊
行
係

　
　
　
　   

記
念
誌
刊
行
・
係
長

高
25
回
　
北
原 

俊
信

　
記
念
誌
刊
行
係
は
創
立
一
〇
〇
周
年
の

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
高
遠
高
校
の
一

〇
〇
年
の
歩
み
を
こ
の
機
会
に
残
し
て
置

こ
う
と
い
う
事
業
で
す
。
現
段
階
で
決
ま
っ

て
い
る
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　
高
遠
高
校
が
進
徳
の
丘
よ
り
新
築
移
転

し
て
か
ら
、
コ
ー
ス
制
導
入
な
ど
幾
多
の

変
遷
の
あ
っ
た
学
校
史
が
一
つ
も
記
録
史

と
し
て
残
っ
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
高
校
再

編
に
よ
り
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

母
校
の
記
録
を
一
〇
〇
周
年
の
こ
の
機
会

一
〇
〇
周
年
記
念
・
駐
車
場
係

　
　
　
　   

駐
車
場
・
係
長

高
27
回
　
御
子
柴 

隆
臣

　
記
念
式
典
・
駐
車
場
係
は
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
の
行
わ
れ
る
「
高

遠
文
化
体
育
館
」
へ
の
駐
車
場
所
へ
の
指

示
誘
導
お
よ
び
周
辺
の
駐
車
状
況
や
祝
賀

会
場
の
「
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル
」
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
案
内
な
ど
を
、
今
年
度
の

「
伊
澤
修
二
記
念
音
楽
祭
」
を
視
察
し
た
事

を
参
考
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
会
場
／
高
遠
文
化
体
育
館 (

体
育
館
グ
ラ  

　
ウ
ン
ド
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
他)

　
式
典
・
講
演
会
／
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
12
時
40
分

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
会
場
／
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル
（
ホ
テ
ル

　
駐
車
場
は
ス
ペ
ー
ス
あ
り
）

　
記
念
式
典
及
び
講
演
会
に
は
同
窓
会
員

は
申
し
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
出
席
出
来
る
よ
う
な
の
で
車
の
台
数
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
も
雨
天
に
成
っ
た
時
は
体
育
館
グ

ラ
ン
ド
は
使
え
な
く
な
る
の
で
、
そ
の
時

の
代
替
え
地
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
名
簿

　
　
　
　   

記
念
同
窓
会
名
簿
担
当

高
25
回
　
北
原 

俊
信

　
同
窓
会
名
簿
は
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
区
切
り
に
是

非
残
さ
な
け
れ
ば
次
回
は
無
い
と
の
思
い

で
刊
行
に
至
り
ま
し
た
。。

　
同
窓
会
名
簿
は
１
万
名
を
超
す
高
遠
高

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
諸
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
て
い
た
だ
い
た
高

遠
高
校
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ま

た
次
の
時
代
の
高
遠
高
校
に
向
け
て
、
更

な
る
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に
、

生
徒
と
共
に
教
職
員
一
同
、
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
会
員
の
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　「
ア
ル
プ
ス
お
ろ
し
に
鍛
え
た
る…

」
高

遠
高
校
応
援
歌
の
冒
頭
で
す
。
仰
ぎ
み
る

南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
ケ
岳
、
眼
下
に
広
が
る

高
遠
か
ら
伊
那
方
面
に
広
が
る
街
並
み
と

農
林
地
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
稜
を
眺
望

し
な
が
ら
母
校
・
高
遠
高
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
春
の
際
立
つ
ピ
ン
ク
一
色
の
桜
花
、

夏
の
青
嵐
、
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
、
高

い
山
肌
か
ら
下
界
に
向
か
っ
て
進
む
秋
の

紅
葉
、
冬
の
霜
・
雪
な
ど
季
節
の
移
ろ
い
、

自
然
の
変
化
を
体
感
す
る
中
で
、
教
育
を

受
け
た
３
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
我
が
母
校
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

教
育
環
境
に
あ
り
、
校
章
は
そ
の
こ
と
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
ア
ル
プ
ス
と
三
峰
川
を

表
し
て
い
ま
す
。
母
校
が
創
立
一
〇
〇
周

年
を
刻
み
、
１
万
人
以
上
の
同
窓
生
が
学

び
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
、
高
遠
高
校
の
募
集
生
徒

数
が
80
人
定
員
と
な
り
ま
し
た
。
東
部
地

域
の
過
疎
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
下
、

上
伊
那
地
域
で
も
、
か
つ
て
な
い
大
胆
な

高
校
合
併
・
再
編
が
進
捗
し
て
お
り
、
現
在
、

中
山
間
地
存
続
高
校
と
し
て
位
置
付
け
さ

れ
て
い
る
我
が
母
校
の
将
来
展
望
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
校
に
通
学
さ
れ
る
生
徒
さ
ん
は
、

上
伊
那
郡
下
一
円
に
及
ん
で
お
り
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
の
送
迎
を
二
〇
一
一
年
四
月
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
足
の
確
保
は
、

高
校
の
存
続
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

本
校
Ｏ
Ｂ
等
の
支
援
を
受
け
、
通
学
バ
ス

に
広
告
を
掲
載
す
る
取
り
組
み
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
深
い
歴
史
と
自
然
の
中
で
伝
統
の
実

学
「
進
徳
精
神
」
の
学
舎
「
高
遠
高
校
教

育
」
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
、
同
窓
生

皆
様
の
暖
か
い
応
援
が
今
必
要
で
す
。
高

校
に
在
学
し
た
青
春
時
代
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
未
来
に
つ
な
が
る
ご
支
援
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
定
の
ご

寄
付
を
頂
い
た
同
窓
生
に
、
生
徒
さ
ん
や

先
生
方
と
、
お
礼
の
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

誰
に
も
高
校
時
代
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
人
生
行
路
の
熟
達
者

た
る
先
輩
・
先
達
と
し
て
、
未
来
へ
向
か

う
在
校
生
へ
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願

い
し
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
本
校

へ
お
寄
り
下
さ
い
。
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
声
が
元
気
に
む
か
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

校
の
同
窓
生
の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
会

員
名
簿
の
編
集
後
記
に
も
記
し
ま
し
た
が

最
近
の
個
人
情
報
等
に
特
に
注
意
を
払
い
、

残
念
で
は
有
り
ま
す
が
個
人
情
報
が
気
に

成
る
人
の
要
望
で
、
住
所
の
み
な
ら
ず
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
同
級
生
も
有
り

ま
す
の
で
同
級
会
の
連
絡
に
使
用
す
る
時

は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
名
簿
は
来
年
の
一
〇
〇
周
年
記

念
式
典
に
先
駆
け
て
、
す
で
に
今
年
７
月

に
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
担

任
の
先
生
の
お
名
前
も
ク
ラ
ス
名
簿
の
先

頭
に
記
載
し
ま
し
た
の
で
そ
の
時
代
の
先

生
方
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
名
簿
作
成
に
は
同
窓
会
費
を
一
切
使
わ

ず
に
同
窓
会
名
簿
作
製
の
賛
同
者
３
０
５
名

の
賛
助
金
と
賛
助
広
告
９
社
と
個
人
、
さ

ら
に
名
簿
購
入
者
２
４
５
名
に
よ
っ
て
独

立
採
算
制
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
ご
賛
同

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
で
諸
事
情
に
よ

り
最
後
の
発
刊
に
成
る
か
も
し
れ
な
い
、

同
窓
会
名
簿
を
是
非
こ
の
機
会
に
手
元
に

お
い
て
く
だ
さ
い
。
尚
「
サ
ラ
ト
」
及
び

同
窓
会
に
は
若
干
の
部
数
が
有
り
ま
す
の

で
購
入
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

に
是
非
残
し
て
置
か
な
け
れ
ば
と
刊
行
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
　

　
故
伊
東
隆
司
先
生
が
残
し
て
く
れ
た
「
高

遠
高
校
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
創
立
60
年
ま
で

の
学
校
誌
を
も
と
に
、
残
り
40
年
を
編
集

し
て
一
〇
〇
年
史
と
し
た
い
。

　
さ
す
が
に
来
年
の
一
〇
〇
周
年
に
は
間

に
合
わ
な
い
の
で
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

と
し
て
立
ち
上
げ
刊
行
は
２
～
３
年
後
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
学
校
史
・
市

史
。
地
域
史
・
な
ど
の
傾
向
は
長
い
説
明

文
は
誰
も
読
ま
な
い
と
言
う
事
で
、
写
真

を
多
く
使
っ
た
大
判
の
誌
が
主
流
の
よ
う

な
の
で
そ
れ
に
沿
っ
た
記
念
誌
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
随
時
会
報
等

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
遠
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

　
日
時
／
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）

　
　
　
　
10
月
18
日


　
会
場
／
高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル

　
祝
賀
会
／
午
後
13
時
15
分
～
15
時
15
分

　
　
　
　
　(

２
時
間
を
予
定)

　

　
記
念
祝
賀
会
に
は
同
窓
会
員
は
申
し
込

み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご

出
席
出
来
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
同

級
生
だ
け
で
な
く
同
じ
時
代
を
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
で
一
緒
に
過
ご
し
た
先
輩
や
後
輩

な
ど
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
共
に
懇
親
を

深
め
て
見
ま
せ
ん
か
？
ま
た
地
域
や
社
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
世
代
の
違
う
先
輩
・

後
輩
方
と
の
交
流
も
楽
し
め
る
良
い
機
会

で
す
。
な
お
祝
賀
会
は
会
費
制
と
成
り
ま

す
が
会
費
の
何
割
か
は
同
窓
会
か
ら
の
補

助
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
同

窓
生
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
決
ま
り
し
だ
い
会
報
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

消
え
て
し
ま
う
の
に
は
忍
び
な
く
、
こ
の

機
会
に
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記
念
品
と
し

て
是
非
残
し
て
置
き
た
い
と
企
画
致
し
ま

し
た
。

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る

母
校
の
発
展
の
た
め
に

創
立
一
〇
〇
周
年
の
軌
跡
、

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、

応
援
募
金
の
お
願
い

同
窓
会
長
　
大
脇  

弘
造

募
金
委
員
長 

高
24
回 

小
池 

守
雄

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て

学
校
長
　
武
井
　
淳
一

100 周年記念同窓会員名簿精算書 募金のお願い

委 員 長　大 脇  弘 造　（同 窓 会 長）
副委員長　小 川  　 淳　（ＰＴＡ会長）
副委員長　武 井  淳 一　（学 校 長）

長野県高遠高等学校
100周年記念事業実行委員会

◆目標額　１,000万円

第一期目標額　５００万円（令和７年１月～５月末）
第二期目標額　５００万円（令和７年６月～９月末）

募金の方法(二通りあります)
〇同封の振込用紙にて郵便局でお振り込みください。
〇八十二銀行（金融機関コード 0143）

伊那支店（支店コード 553）
口座番号（普通 1025406） 

〈口座名義〉
　長野県高遠高等学校創立100周年記念事業実行委員会

※振込みの際、卒業回とお名前を記入してください。
〇募金額
〔個人〕一口 5,000円（幾口でも可）
　　　　できましたら二口以上お願いします。
〔法人〕口数によらずご協力をお願いします。
〇10,000円以上募金をしてくださった方には、
　 創立100周年の記念品を贈呈いたします。



高遠高等学校同窓会報復刊第25臨時増刊号 2025 年（令和７年）１月 20 日 (4) 

　
令
和
６
年
度
　
高
遠
高
校
関
東
支

部
定
時
総
会
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
断

を
経
て
５
年
ぶ
り
に
11
月
16
日

13

時
よ
り
「
日
本
料
理 

三
平
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
来
賓
と
し
て
母
校
か
ら
武
井
淳
一

校
長
、
同
窓
会
本
部
か
ら
は
北
原
俊

信
副
会
長
と
山
岸
加
代
子
副
会
長
に

ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
会
で
は
高
根
事
務
局
次
長

が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
さ
れ
ま
し
た
。
田
辺
会
長
よ
り

令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
事

業
報
告
並
び
に
会
計
報
告
が
あ
り
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
井
校
長
か
ら
は
台
湾
淡
水
商
工

職
業
高
級
中
学
校
と
姉
妹
校
締
結
し
、

令
和
７
年
も
国
際
交
流
を
通
し
て
異

文
化
や
国
際
情
勢
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
い
と
の
お
話
が
有
り
ま
し
た
。

北
原
副
会
長
、
山
岸
副
会
長
か
ら
は

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
お
話

が
あ
り
、
90
周
年
記
念
事
業
に
出
席

さ
れ
た
関
東
支
部
の
会
員
の
方
々
か

ら
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
席
し
た
い

と
の
要
望
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
会
食
。
懇
親
会
と
な
り
最
後
に
は

「
校
歌
」
と
「
応
援
歌
」
を
声
高
ら
か

に
歌
い
、
伊
東
理
事
の
手
締
め
に
て

総
会
は
無
事
閉
会
と
成
り
ま
し
た
。

ま
た
北
原
・
山
岸
副
会
長
の
同
期
で

関
東
支
部
の
次
世
代
を
担
う
村
松 

茂
、

中
西 

隆
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
の
で
、

令
和
７
年
度
は
よ
り
多
く
の
同
窓
生

の
参
加
を
募
り
、
卒
業
生
の
連
携
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
の
お
声
掛
け
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
15
回

関
東
支
部
総
会
開
催

武
井
淳
一
校
長
と

同
窓
会
本
部
よ
り
２
名
出
席

同
窓
会
関
東
支
部
会
長

　
　
　
　
　
　
田
辺 

光
男

国民スポーツ大会国民スポーツ大会
SAGA 2024SAGA 2024

２
０
２
４
年
11
月
13
日
　
長
野
日
報

2024年10月30日　長野日報

２
０
２
４
年
10
月
７
日
　
信
濃
毎
日
新
聞

武井淳一校長

弓道少年男子遠的で優勝した長野の（左から）坂井、丸山、登内、伊藤監督

高
遠
高
ス
ク
ー
ル
バ
ス
存
続
へ

広
告
募
集
に
賛
同
し
て
く
れ
た
企
業

応援スポンサー発足式の様子

新装のスクールバスに乗り込む生徒

〈
敬
称
略
〉

２
０
２
４
年
11
月
15
日
　
信
濃
毎
日
新
聞



高遠高等学校同窓会報 復刊第25臨時増刊号(5) 2025 年（令和７年）１月 20 日

　
令
和
６
年
度
　
高
遠
高
校
関
東
支

部
定
時
総
会
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
断

を
経
て
５
年
ぶ
り
に
11
月
16
日

13

時
よ
り
「
日
本
料
理 

三
平
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
来
賓
と
し
て
母
校
か
ら
武
井
淳
一

校
長
、
同
窓
会
本
部
か
ら
は
北
原
俊

信
副
会
長
と
山
岸
加
代
子
副
会
長
に

ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
会
で
は
高
根
事
務
局
次
長

が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
さ
れ
ま
し
た
。
田
辺
会
長
よ
り

令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
事

業
報
告
並
び
に
会
計
報
告
が
あ
り
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
井
校
長
か
ら
は
台
湾
淡
水
商
工

職
業
高
級
中
学
校
と
姉
妹
校
締
結
し
、

令
和
７
年
も
国
際
交
流
を
通
し
て
異

文
化
や
国
際
情
勢
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
い
と
の
お
話
が
有
り
ま
し
た
。

北
原
副
会
長
、
山
岸
副
会
長
か
ら
は

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
お
話

が
あ
り
、
90
周
年
記
念
事
業
に
出
席

さ
れ
た
関
東
支
部
の
会
員
の
方
々
か

ら
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
席
し
た
い

と
の
要
望
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
会
食
。
懇
親
会
と
な
り
最
後
に
は

「
校
歌
」
と
「
応
援
歌
」
を
声
高
ら
か

に
歌
い
、
伊
東
理
事
の
手
締
め
に
て

総
会
は
無
事
閉
会
と
成
り
ま
し
た
。

ま
た
北
原
・
山
岸
副
会
長
の
同
期
で

関
東
支
部
の
次
世
代
を
担
う
村
松 

茂
、

中
西 

隆
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
の
で
、

令
和
７
年
度
は
よ
り
多
く
の
同
窓
生

の
参
加
を
募
り
、
卒
業
生
の
連
携
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
の
お
声
掛
け
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
15
回

関
東
支
部
総
会
開
催

武
井
淳
一
校
長
と

同
窓
会
本
部
よ
り
２
名
出
席

同
窓
会
関
東
支
部
会
長

　
　
　
　
　
　
田
辺 

光
男

国民スポーツ大会国民スポーツ大会
SAGA 2024SAGA 2024

２
０
２
４
年
11
月
13
日
　
長
野
日
報

2024年10月30日　長野日報

２
０
２
４
年
10
月
７
日
　
信
濃
毎
日
新
聞

武井淳一校長

弓道少年男子遠的で優勝した長野の（左から）坂井、丸山、登内、伊藤監督

高
遠
高
ス
ク
ー
ル
バ
ス
存
続
へ

広
告
募
集
に
賛
同
し
て
く
れ
た
企
業

応援スポンサー発足式の様子

新装のスクールバスに乗り込む生徒

〈
敬
称
略
〉

２
０
２
４
年
11
月
15
日
　
信
濃
毎
日
新
聞



高遠高等学校同窓会報復刊第25臨時増刊号 2025 年（令和７年）１月 20 日 (6) 

進徳だよりから

令和6年度 本部役員及び支部長 100周年事業者名簿
役　職

会　長

副会長

副会長

副会長

顧　問

顧　問

顧　問

監　事

監　事

監　事

氏　名

大脇　弘造

飯島　　進

北原　俊信

山岸加代子

丸山敞一郎

武井　淳一

小川　智道

北原　藤重

久保田 和雄

将田　茂美

氏　名

丸山敞一郎

武井　淳一

大脇　弘造

飯島　　進

北原　俊信

山岸加代子

小川　　淳

有賀　志保

立石　由幸

小川　智道

湯本　雅広

宮澤　　薫

大脇　弘造

池上　朝男

赤羽　　勇

立石　由幸

宮澤　　薫

松村　夕子

飯島　　進

伊藤　穂波

熊谷　友宏

北原　勝人

小川　　淳

小川　智道

山岸加代子

山崎　富子

池上　秀夫

西村　　篝

將田　茂美

有賀　志保

津田　竜宏

堀　　優季

武村喜美男

加納　義晴

北原　俊信

平田　真一

丸山　拓朗

宮澤　洋祐

委員会・係 選　出 氏　名

御子柴隆臣

原　たまえ

田村　明英

酒井　広隆

山岸　政明

中西　秀一

宮沢　一恵

北原　順一

東條　明彦

小池　守雄

下平　貞明

伊東　　修

藤沢　博明

飯島　　明

宮下　充永

三室　正樹

津田　竜宏

田中　宏明

湯本　雅広

北原　昭男

大下　圭介

北原　俊信

山岸加代子

小松　元寛

赤羽　　潔

近藤　克敏

小澤　正彦

伊藤　哲雄

北原　藤重

久保田和雄

將田　茂美

　春日　美春　

堀　　優季

小川　智道

松村　夕子

小川　智道

津田　竜宏

田中　宏明

堀　　優季

宮澤　　薫

卒 回

高 17

高 24

高 25

高 25

高９

学校長

教頭

高 25

高 30

高 33

本

　部

　役

　員

支部名

高　遠

河　南

三　義

長　藤

藤　沢

美　和

伊那里

富　県

手　良

美　篶

東春近

西春近

竜　東

竜　西

西箕輪

南箕輪

箕　輪

辰野･小野

宮　田

駒ヶ根

飯島 ･ 中川

関東会長

関西支部長

氏　名

伊藤　穂波

赤羽　　潔

北原　昭男

伊東　一晃

小池　守雄

田村　明英

西村　　篝

武村 喜美男

酒井　広降

熊谷　友宏

下平　貞明

加納　義晴

池上　朝男

山岸　政明

原　たまえ

御子柴 隆臣

赤羽　　勇

宮沢　一恵

小松　元寛

北原　勝人

中西　秀一

田辺　光男

中山　　勇

卒 回

高 16

高 25

高 18

高 27

高 24

高 19

高 25

高 23

高 41

高 25

高 25

高 20

高 22

高 15

高 33

高 27

高 25

高 20

高 22

高 25

高 22

高 12

高 13

支

　部

　長

支部名

高　遠

高　遠

長　藤

藤　沢

伊那里

氏　名

飯島　 　明

山崎　富子

伊藤　信一

藤沢　博明

宮下　充永

卒 回

高 19

高 27

高 37

高 15

高 25

副
支
部
長

同窓会費を収めよう！！

会費の納入は会報「進徳通信」に同封の同窓会費は１年間1000円です。
振込用紙で会費と共に郵便局かコンビニでご納入下さい。(振込手数料は不要です)　

会費の使い道は、母校支援、会報の発行、同窓会活動の支援等と成ります。会員各位のご理解をお願いします。
下記の口座に是非振込をおねがいします。その際、氏名の記入をお願いします。また氏名の前に卒業回または年を入
れてください。同窓会の事業活動は会費がすべてであります。本会の運営安定のため、ご理解ご協力をお願いします。

同窓会の事業活動はあなたの同窓会費で支えられています！！

ゆうちょ銀行　００５００－１－８２７９０

同窓会

学　校

同窓会

同窓会

同窓会

同窓会

ＰＴＡ

学　校

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

学　校

学　校

学　校

学　校

教　頭

記念事業

記念式典

募　金

会　計

監　査

同窓会係

同窓会

顧　問

総　務

  記念事業　

記念式典

祝賀会係

 記念品係

式　典

講演係

同窓会

学　校

ＰＴＡ

同窓会

同窓会

同窓会

同窓会

学　校

学　校

学　校

学　校

同窓会

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

委員会・係 選　出

 駐車場係

 募　金

 　会　計　

記念誌

刊　行

 監　事 

 事務局

お振込先

昨年、2023年

DVDも発売されています。
高遠高校や文化体育館周辺高遠高校や文化体育館周辺

現在の高遠高校の様子が

すぐわかります！

校長先生が

毎日ブログを書いています!

同窓会のホームページも

制作中！

（教頭先生も出演しています）

毎日の閲覧数がわかる!

「応援する」をチェック！
↑



高遠高等学校同窓会報 復刊第25臨時増刊号(7) 2025 年（令和７年）１月 20 日

進徳だよりから

令和6年度 本部役員及び支部長 100周年事業者名簿
役　職

会　長

副会長

副会長

副会長

顧　問

顧　問

顧　問

監　事

監　事

監　事

氏　名

大脇　弘造

飯島　　進

北原　俊信

山岸加代子

丸山敞一郎

武井　淳一

小川　智道

北原　藤重

久保田 和雄

将田　茂美

氏　名

丸山敞一郎

武井　淳一

大脇　弘造

飯島　　進

北原　俊信

山岸加代子

小川　　淳

有賀　志保

立石　由幸

小川　智道

湯本　雅広

宮澤　　薫

大脇　弘造

池上　朝男

赤羽　　勇

立石　由幸

宮澤　　薫

松村　夕子

飯島　　進

伊藤　穂波

熊谷　友宏

北原　勝人

小川　　淳

小川　智道

山岸加代子

山崎　富子

池上　秀夫

西村　　篝

將田　茂美

有賀　志保

津田　竜宏

堀　　優季

武村喜美男

加納　義晴

北原　俊信

平田　真一

丸山　拓朗

宮澤　洋祐

委員会・係 選　出 氏　名

御子柴隆臣

原　たまえ

田村　明英

酒井　広隆

山岸　政明

中西　秀一

宮沢　一恵

北原　順一

東條　明彦

小池　守雄

下平　貞明

伊東　　修

藤沢　博明

飯島　　明

宮下　充永

三室　正樹

津田　竜宏

田中　宏明

湯本　雅広

北原　昭男

大下　圭介

北原　俊信

山岸加代子

小松　元寛

赤羽　　潔

近藤　克敏

小澤　正彦

伊藤　哲雄

北原　藤重

久保田和雄

將田　茂美

　春日　美春　

堀　　優季

小川　智道

松村　夕子

小川　智道

津田　竜宏

田中　宏明

堀　　優季

宮澤　　薫

卒 回

高 17

高 24

高 25

高 25

高９

学校長

教頭

高 25

高 30

高 33

本

　部

　役

　員

支部名

高　遠

河　南

三　義

長　藤

藤　沢

美　和

伊那里

富　県

手　良

美　篶

東春近

西春近

竜　東

竜　西

西箕輪

南箕輪

箕　輪

辰野･小野

宮　田

駒ヶ根

飯島 ･ 中川

関東会長

関西支部長

氏　名

伊藤　穂波

赤羽　　潔

北原　昭男

伊東　一晃

小池　守雄

田村　明英

西村　　篝

武村 喜美男

酒井　広降

熊谷　友宏

下平　貞明

加納　義晴

池上　朝男

山岸　政明

原　たまえ

御子柴 隆臣

赤羽　　勇

宮沢　一恵

小松　元寛

北原　勝人

中西　秀一

田辺　光男

中山　　勇

卒 回

高 16

高 25

高 18

高 27

高 24

高 19

高 25

高 23

高 41

高 25

高 25

高 20

高 22

高 15

高 33

高 27

高 25

高 20

高 22

高 25

高 22

高 12

高 13

支

　部

　長

支部名

高　遠

高　遠

長　藤

藤　沢

伊那里

氏　名

飯島　 　明

山崎　富子

伊藤　信一

藤沢　博明

宮下　充永

卒 回

高 19

高 27

高 37

高 15

高 25

副
支
部
長

同窓会費を収めよう！！

会費の納入は会報「進徳通信」に同封の同窓会費は１年間1000円です。
振込用紙で会費と共に郵便局かコンビニでご納入下さい。(振込手数料は不要です)　

会費の使い道は、母校支援、会報の発行、同窓会活動の支援等と成ります。会員各位のご理解をお願いします。
下記の口座に是非振込をおねがいします。その際、氏名の記入をお願いします。また氏名の前に卒業回または年を入
れてください。同窓会の事業活動は会費がすべてであります。本会の運営安定のため、ご理解ご協力をお願いします。

同窓会の事業活動はあなたの同窓会費で支えられています！！

ゆうちょ銀行　００５００－１－８２７９０

同窓会

学　校

同窓会

同窓会

同窓会

同窓会

ＰＴＡ

学　校

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

学　校

学　校

学　校

学　校

教　頭

記念事業

記念式典

募　金

会　計

監　査

同窓会係

同窓会

顧　問

総　務

  記念事業　

記念式典

祝賀会係

 記念品係

式　典

講演係

同窓会

学　校

ＰＴＡ

同窓会

同窓会

同窓会

同窓会

学　校

学　校

学　校

学　校

同窓会

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

ＰＴＡ

委員会・係 選　出

 駐車場係

 募　金

 　会　計　

記念誌

刊　行

 監　事 

 事務局

お振込先

昨年、2023年

DVDも発売されています。
高遠高校や文化体育館周辺高遠高校や文化体育館周辺

現在の高遠高校の様子が

すぐわかります！

校長先生が

毎日ブログを書いています!

同窓会のホームページも

制作中！

（教頭先生も出演しています）

毎日の閲覧数がわかる!

「応援する」をチェック！
↑



高遠高等学校同窓会報復刊第25臨時増刊号 2025 年（令和７年）１月 20 日 (8) 

〇 校 歌 
〇 朝に仰ぐ ( 逍遥歌 )
〇 霞に明くる ( 逍遥歌 )
〇 名高き南アルプス ( 逍遥歌 ) 
〇 白 雪 ( 逍遥歌 ) 
〇 アルプスおろし ( 応援歌 )  
〇 進徳台 ( 応援歌 )
〇 われらいざ ( 興風歌 )
〇 進徳頌歌 ( 頌歌 )

日　時 ：2024年６月22日(土)　13：00～14：00（同窓会総会）
場　所 ：高遠町「楽座」紅葉軒
参加費 ：無料　( 校歌・逍遥歌・９曲入りCD )　※参加者のみ無料配布
※ 共 演 ：高遠高校音楽コース生徒 (丸山拓朗先生)
※「校歌・逍遥歌を歌う会」後、令和６年度同窓会総会を行いました。
　　その後、懇親会も実施しました。

♪ 曲 目 ♪

校
歌
・
逍
遥
歌
・
興
風
歌
・
応
援
歌

　　　　
　　を
歌
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

校
歌
・
逍
遥
歌
・
興
風
歌
・
応
援
歌

　　　　
　　を
歌
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

２
０
２
４
年
６
月
24
日
　
長
野
日
報

（昭和45年 第10回兜陵祭のガリ版刷りより）

校章について

　
制
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
27
年
、
生
徒
に
公

募
し
た
も
の
の
中
か
ら
優
秀
な
図
案
を
選
ん

で
、
こ
れ
に
当
時
の
美
術
担
当
の
瀬
戸
団
冶

先
生
が
意
匠
的
に
正
し
い
図
柄
に
整
え
ら
れ

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
上
部
の
山
は
、
具
体
的
に
は
仙
丈
ヶ
岳
、

下
部
の
川
は
三
峰
川
で
あ
っ
て
、
山
の
高

さ
、
川
の
遠
さ
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
ま
ま
高

遠
の
校
名
を
あ
ら
わ
す
が
、
抽
象
的
に
言
え

ば
、
山
の
よ
う
に
高
く
、
川
の
よ
う
に
遠
い

「
高
遠
（
こ
う
え
ん
）
な
理
想
」
を
求
め
て

進
も
う
と
す
る
。
高
遠
高
校
の
教
育
学
習
の

理
念
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
、
校
歌
の
一
番
、
二
番
に
も

歌
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
は
毎
年
６
月
に
定
期
発
行
し
て
お
り
ま
す
同

窓
会
会
報
の
「
進
徳
通
信
」
を
来
年
の
創
立
１
０
０
周

年
に
向
け
て
臨
時
発
行
を
す
る
事
と
成
り
ま
し
た
。
会

報
誌
は
あ
ま
り
見
な
い
と
言
う
意
見
も
多
く
、
今
回
は

皆
様
の
目
を
引
き
、
読
ん
で
貰
え
る
た
め
に
週
刊
誌
風

に
し
て
み
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
見

て
く
だ
さ
い
。
次
回
６
月
の
定
期
発
行
の
復
刊
26
号
の

際
に
は
元
に
戻
そ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
来
年
の
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
同
窓
会
な

ら
び
に
学
校
職
員
・
在
校
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ

て
記
念
事
業
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆

様
に
も
募
金
を
含
め
て
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
の
会
報
誌
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
会
報
誌
に
対
し
て
ご
意
見
を

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
活
動
・
一
〇
〇
周

年
事
業
・
会
費
納
入
・
現
高
遠
高
校
支
援
・
な
ど
な
ど
、

ご
要
望
が
有
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
北
原
俊
信
）

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

同
窓
会
員
か
ら
同
窓
会
事
務
局
へ
の
連
絡
は
、

メ
ー
ル
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
名
簿
記
載
内
容
の
変
更
、
ご
逝
去
の
連
絡
な
ど
は

正
確
な
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
書
面
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
電
話
で
の

ご
連
絡
は
伝
達
が
不
正
確
に
な

り
や
す
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＦＡＸ番号  0265-94-1210

メールアドレス
100takato@gmail .com

郵便
〒396-0293 長野県伊那市
高遠町小原８２４番地

連絡の際は以下のことを明記
してください。

氏名（漢字表記）とその読み方

住　　所

卒業年度

卒業回数

ご 用 件

必須

必須

必須

できれば

できれば

編
集
後
記


